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【緒言】

現在、科学が進歩していてスポーツの場面でも利用さ

れているものがある。その一つとして GPS システムがあ

り、それを用いてデータを取り選手、トレーニングの状

況を把握している。だがそれはスポーツを科学する技術

の進歩であって必ずしも有効に利用されているわけでは

ない。その技術をいかに競技特性に合わせながら利用し

ていくかが大事なのである。そこで私は今回の本研究で

は競技経験のあるラグビーに種目を絞り、GPS システム

をラグビーの競技特性に合わせた利用方法を明らかにす

ることを目的に取り組む。

【方法】

まず GPS システムについての基本的な知識、ラグビー

の競技特性、GPS システムのラグビーを含めた様々な競

技での利用例など文献調査を主として研究を進める。そ

の他に必要になる知識、特性を随時調査して研究を深め

ていく。ラグビー、GPS システムのそれぞれについて文

献調査おこなっていくことでそれぞれの特性を知ってい

き、また実際にラグビーチームのトレーニングや試合を

見学しに行き、どの場面で GPS システムが利用できて活

かすことができるのか検討していく。文献調査で得られ

た知識、特性、トレーニングや試合での利用可能な部分

などの結果をすり合わせることで GPS システムの利用

方法を考察する。

【結果】

文献調査の結果として、はじめに GPS システムの特性

は機器が小さく、トレーニング中の計測が可能で加減速、

スピードや走行距離などが計測することができる。時間

分解能として秒単位で 1 秒ごとにデータの検出が可能で

ある。計測精度も正確でしっかりとした受信状況を保つ

ことができればほとんど誤差は生じない。誤差が生じる

のは環境要因かシステム要因で、最大の誤差が生まれる

のは０，００００００５％の確率である。次にラグビー

の競技特性として他の球技とは違いコンタクトの要素が

あり、スピードの緩急をつける加減速の動作がコンタク

トプレーと共に怪我のリスク向上に関わってくることが

わかった。そして他の球技で用いられる全身持久力、筋

持久力、スピード持久力がうまくバランスのとれたコン

タクトフィットネスが必要であることがわかった。ラグ

ビーでの利用例としてはトレーニング中にリアルタイム

でデータを取得することでトレーニングの監視、選手へ

の客観的なフィードバックで使われていて、現状として

はラグビーで多く見られる肩の脱臼の怪我についての利

用例しかなく、加減速の動作については注目されていな

かった。元々の GPS システムの利用目的としてトレーニ

ングの改善が主なので怪我に関する加減速の動作は取り

上げられていない。上記から GPS システムの特性により、

リアルタイムでの選手のスピードや走行距離などが秒単

位で正確に取得することが可能になる。そしてラグビー

の競技特性からコンタクトスポーツとして怪我が多いの

でトレーニングの管理を行い、怪我のリスクを軽減する

必要がある。そこで私はまだ取り上げていないラグビー

の特性である加減速の動作に注目して、加減速の動作を

計測する GPS システムの利用方法を提案する。

【考察】

結果から考えると、ラグビーでもトレーニングや試合

は常に GPS システムを利用することができトレーニン

グの効果や試合のパフォーマンスが具体的な数字として

出てくるので、トレーニングの定量化につながる。また

リアルタイムでチーム全体の選手を監視することでトレ

ーニング中にも量を制限、増加していくこともできる。

現状では上記のような利用はすでにされていてトレーニ

ングや試合で簡単なデータを分析して、選手の客観的な

評価、トレーニングの改善にしか使えてなくラグビーの

特性である加減速の動作については注目されていない。

GPS システムの特性を考えれば加減速の動作の回数も

数え、それによる身体への影響を考え怪我のリスク回避

も可能になるはずである。プログラムとして時間管理を

行い GPS システムを導入する。継続的にデータを取り、

ラグビーの特性であり怪我の原因となる加減速の回数を

計測していく。加減速を計測することで、さらに選手の

パフォーマンス管理と改善、怪我のリスク管理に直接影

響の出るような部分で利用することができるはずである。


